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医療施設・病床
[image: image1.emf]21,325

22,080

22,871

23,999

24,563

25,307

悪性新生物

9,222

9,894

10,709

11,622

12,315

13,097

心疾患

（

高血圧性除く）

5,672

6,193

7,118

7,862

8,354

8,582

肺炎

6,565

6,414

6,532

6,496

6,250

6,194

脳血管疾患

773

823

989

1,380

1,688

2,509

老衰

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成

14

16 18 20 22

24

年

（人）


病院数、病床数　ともに減少
　平成23年10月１日現在の病院数は、精神病院39施設、一般病院495施設の合計534施設で、前年より６施設減少しました。また、病床数は10万8,584床で、前年より906床減少しています。ここ10年間では、病院が32施設、病床数は5,276床それぞれ減少しており、病院数、病床数ともに減少傾向となっています。
また、一般診療所は8,225施設、歯科診療所は5,443施設で、前年と比べると一般診療所13施設、歯科診療所15施設ともに減少しています。
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ごみ処理量 うち焼却施設


死因別死亡数

3.2人に１人が「がん(悪性新生物)」による死亡
　平成24年中の府内の死亡数は８万472人で、死亡原因で最も多かったのは、悪性新生物で２万5,307人(死亡数全体の31.4％)となっています。次いで、心疾患１万3,097人(同16.3％)、肺炎8,582人(同10.7％)となっており、上位３疾患で全死亡数の約６割を占めています。
　10年前には、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患が三大死因といわれていましたが、近年は脳血管疾患による死亡者が減少し、肺炎による死亡者が増加しています。

食中毒

患者数は過去10年で最少
平成24年の食中毒発生件数は69件で、前年に比べ９件増えましたが、患者数は916人で、過去10年で最も少なくなりました。
また、平成24年の病因物質別発生件数は、ノロウイルス等が30件と平成18年に次いで多くなっており、食中毒全体に対するノロウイルス等の割合は43.5％を占め、近年で最も高くなっています。




ごみ処理

処理量は年々減少
　平成23年度のごみの総処理量は345万5,000ｔで、前年より1,000ｔ減少しました。このうち、焼却施設での処理量は30万5,000ｔで前年より7,000ｔ減少しています。
　10年前と比較するとごみ処理量は約８万5,000ｔと19.8％減少し、うち焼却施設処理量は10万4,000ｔで25.6％減少しています。

病院数と病床数の推移
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主な死因別死亡数の推移





[表20-17参照]





病因物質別発生件数と患者数の推移





[表20-18、府食の安全推進課ＨＰ参照]





ごみ処理量の推移
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